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平成21年9月号
乗って安心

個人タクシ
ー

社団法人

東 京 都 個 人
タ ク シ ー 協 会

会 報
み
つ
星
・
優
良
運
転
者
が

関
係
者
に
見
守
ら
れ
続
々
と
入
構

　

午
前
10
時
、
朝
か
ら
詰
め
か
け
た
多
く
の
報
道

関
係
者
の
前
で
、
新
宿
駅
西
口
地
下
に
あ
る
２
ヵ

所
の
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
が
「
優
良
タ
ク
シ
ー
乗
り

場
」
の
看
板
に
か
け
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
東
京
タ

ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
が
、
入
構
し
た
車
が

優
良
タ
ク
シ
ー
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
お

客
さ
ま
を
誘
導
。
一
方
で
は
、
他
の
担
当
者
が
そ

の
場
で
お
客
様
に
ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ
を
配
布
し

て
、
優
良
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
が
新
設
さ
れ
た
こ
と

と
そ
の
意
義
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

入
構
す
る
法
人
タ
ク
シ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が
、
Ａ

Ａ
ま
た
は
Ａ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
。
一
方
の
個
人
タ
ク

新
宿
駅
西
口
地
下
／
東
京
駅
丸
の
内
北
口
前

優
良
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
が
ス
タ
ー
ト

　

８
月
５
日
（
水
）
午
前
10
時
か
ら
、
新
宿
駅
西
口
地
下
お
よ
び
東
京
駅
丸
の
内
北
口
前
、
２
ヵ
所
の
タ

ク
シ
ー
乗
り
場
が
「
優
良
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
」
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
関
東
運
輸
局
神
谷
局
長
、
東
京

運
輸
支
局
の
矢
田
支
局
長
を
は
じ
め
関
係
行
政
機
関
の
方
々
が
視
察
に
訪
れ
る
と
と
も
に
、
多
く
の
事
業

者
団
体
（
個
人
・
法
人
）
関
係
者
が
新
た
な
乗
り
場
の
ス
タ
ー
ト
を
見
守
り
ま
し
た
。

シ
ー
も
、
車
両
不
足
が
予
想
さ
れ
る
た
め
よ
り
多

く
の
入
構
を
…
…
と
の
呼
び
掛
け
に
応
え
て
、
多

く
の
事
業
者
が
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
マ
ス
タ
ー
ズ

の
み
つ
星
を
付
け
た
事
業
者
と
、
優
良
運
転
者
章

を
表
示
し
た
事
業
者
が
次
々
と
入
構
し
、
お
客
さ

ま
を
乗
せ
、
出
発
し
て
い
き
ま
す
。
事
前
の
周
知

が
行
き
届
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
関
係
者
が
見
守

る
中
、
心
配
さ
れ
た
混
乱
も
な
く
初
日
を
終
え
ま

し
た
。

個
人
タ
ク
シ
ー
業
界
全
体
の

チ
ャ
ン
ス
に
―
―
木
村
会
長
談
話

　

優
良
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
の
ス
タ
ー
ト
に
立
ち
会

っ
た
木
村
忠
義
会
長
は
、
次
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト

を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
み
つ
星
等
の
優
良
事
業
者
に
そ
れ
な
り
の
メ
リ

ッ
ト
が
な
け
れ
ば
、
真
面
目
に
や
っ
て
い
る
意
味

が
な
い
の
に
、
お
客
様
に
は
両
者
の
区
別
が
つ
き

ま
せ
ん
。
真
面
目
に
営
業
し
て
い
る
人
と
そ
う
で

な
い
人
が
同
じ
土
俵
で
競
う
こ
と
自
体
、
本
来
な

ら
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

き
ち
ん
と
区
別
す
る
こ
と
で
、
真
面
目
に
や
っ
て

い
る
事
業
者
が
報
わ
れ
る
『
優
良
乗
り
場
』
の
制

度
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
マ
ス
タ
ー
ズ
制

度
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
る
こ
の
制

●
違
反
者
の
違
反
回
数

　

１
回　

７
３
０
名

２
回　

３
８
４
名

３
回　

１
７
２
名

４
回　

58
名

５
回　

25
名

６
回　

６
名

●
違
反
種
類
別
ワ
ー
ス
ト
５

　

１
位　

指
定
横
断
等
禁
止
違
反 

２
９
９
名

２
位　

信
号
無
視 

２
７
４
名

３
位　

通
行
禁
止
違
反 

２
５
２
名

４
位　

速
度
超
過
25
～
30
㎞
未
満 

２
１
１
名

５
位　

速
度
超
過
20
～
25
㎞
未
満 

２
０
２
名

●
免
許
停
止
者
の
免
停
回
数

　

１
回　

２
１
６
名

２
回　

31
名

３
回　

４
名

●
免
許
停
止
者
の
免
停
日
数

　

30
日　
　
　
　

１
２
９
人

60
日　
　
　
　

１
１
４
人

90
日　
　
　
　 

26
人

１
２
０
日　
　

６
人

１
５
０
日　
　

２
人

１
８
０
日　
　

13
人

度
は
、
私
た

ち
業
界
に
と

っ
て
も
大
き

な
チ
ャ
ン
ス

と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
こ

れ
を
き
っ
か

け
に
、
一
人

ひ
と
り
の
事

業
者
が
改
め

て
自
分
の
役
割
を
自
覚
し
、
業
界
の
再
生
に
生
か

し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
」。

　

な
お
、
優
良
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
に
入
構
可
能
な

個
人
タ
ク
シ
ー
車
両
は
以
下
の
通
り
で
す
。

①
東
京
タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
の
優
良
運
転
者
表
彰

を
受
賞
し
た
運
転
者
で
、
優
良
運
転
者
章
を
表

示
す
る
個
人
タ
ク
シ
ー
車
両

②
優
良
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
認
定
制
度
の
最
高

位
「
マ
ス
タ
ー
（
み
つ
星
）」

で
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
個

人
タ
ク
シ
ー
車
両

※
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
し

て
優
良
運
転
者
表
彰
を
受
け

て
い
な
く
て
も
、
法
人
タ
ク

シ
ー
乗
務
員
時
代
に
優
良
運

転
者
表
彰
を
受
け
て
い
る
事

業
者
は
、
東
京
タ
ク
シ
ー
セ

ン
タ
ー
で
所
定
の
手
続
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
優
良
運
転

者
章
の
交
付
を
受
け
、
優
良

タ
ク
シ
ー
乗
り
場
に
入
構
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現場視察をされた神谷局長と木村会長

続 と々入構する個人タクシー
都内個人タクシーの現況（平成21年8月1日現在）
許可事業者数　17,685名（前月比－59名）    

（特別区、武三17,200名　北多摩189名　南多摩296名）    
傘下事業者数　17,505名（前月比－53名）

（特別区、武三17,021名　北多摩189名　南多摩295名）   
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平
成
21
年
度
中
核
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会
の
開
催

個
人
タ
ク
シ
ー
50
周
年
の
節
目
に
さ
ら
な
る
意
識
改
革
を

８
月
７
日
、
㈳
全
個
協
関
東
支
部
に
お
い
て
、「
平
成
21
年
度
中
核
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会
」
の
第
３
回
目
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
個
人
タ
ク
シ
ー
が
ス
タ
ー
ト
し
て
50
周
年
に
あ
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
推
進
５
ヵ

年
計
画
の
最
終
年
度
と
い
う
ま
さ
に
節
目
の
年
。
個
人
タ
ク
シ
ー
を
取
り
巻
く
厳
し
い
状
況
の
中
、
事
業
者
の

意
識
改
革
の
た
め
に
、
33
人
の
中
核
リ
ー
ダ
ー
が
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

個
人
タ
ク
シ
ー
を
次
世
代
に

引
き
継
ぐ
責
任
を
自
覚
し
て
ほ
し
い

　

今
年
は
６
月
に
タ
ク
シ
ー
事
業
適
正
化
・
活
性
化

特
別
措
置
法
（
タ
ク
シ
ー
新
法
）
が
成
立
し
、
10
月

か
ら
施
行
の
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
８
月
５

日
に
は
、
東
京
駅
丸
の
内
北
口
前
と
新
宿
駅
西
口
地

下
に
、
優
良
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

利
用
す
る
人
の
目
線
で
タ
ク
シ
ー
が
選
ば
れ
る
時
代

へ
の
変
化
で
、
マ
ス
タ
ー
ズ
制
度
の
意
義
が
さ
ら
に

高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
研
修
で
は
ま
ず
木
村
忠
義

関
東
支
部
長
が
業
界
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
ス
ピ

ー
チ
。「
タ
ク
シ
ー
新
法
に
よ
る
台
数
の
適
正
化
は
法

人
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
個
人
タ
ク
シ
ー

の
新
規
許
可
を
認
め
な
い
形
で
の
台
数
削
減
と
い
う

話
も
あ
り
ま
す
。
自
分
だ
け
よ
け
れ
ば
い
い
と
い
う

の
で
は
な
く
、
個
人
タ
ク
シ
ー
制
度
を
次
世
代
に
引

き
継
ぎ
、
台
数
を
減
ら
さ
な
い
よ
う
に
す
る
責
任
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
ベ
ー
ス
に
な
る
マ
ス
タ
ー
ズ
制
度
を
守

っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
優
良
タ
ク
シ
ー

乗
り
場
で
は
マ

ス
タ
ー
ま
た
は

優
良
運
転
者
表

彰
受
賞
者
で
な

け
れ
ば
客
待
ち

が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
制
度
に
参
加
し
て
い
な
か
っ
た

事
業
者
も
、
目
を
覚
ま
し
始
め
ま
し
た
。
中
核
リ
ー
ダ

ー
の
力
で
、
今
後
制
度
へ
の
参
加
者
が
さ
ら
に
増
え
る

よ
う
呼
び
か
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

５
カ
年
計
画
の
最
終
年
度
に

マ
ス
タ
ー
ズ
制
度
の
再
認
識
を

　

研
修
会
で
は
引
き
続
き
、
山
下
實
副
支
部
長
が
「
安

全
対
策
へ
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し

た
。「
交
通
事
故
は
平
成
十
六
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し

て
い
ま
す
が
、
自
家
用
車
に
比
べ
て
事
業
用
車
両
の
事

故
減
少
率
が
低
い
の
が
実
状
で
す
。
６
月
に
開
催
さ
れ

た
全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
の
正
副
会
長
会
議
で
は
、

“
事
業
用
自
動
車
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
０
９
”
に
基

づ
い
て
、“
人
身
事
故
を
削
減
し
、
飲
酒
運
転
お
よ
び

死
亡
事
故
を
ゼ
ロ
に
す
る
”
と
い
う
目
標
を
設
定
。
こ

れ
に
継
続
的
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
横
山
勇
副
支
部
長
か
ら
は
、
マ
ス
タ
ー
ズ

制
度
の
さ
ら
な
る
拡
充
に
つ
い
て
話
が
あ
り
、「
不
適

切
な
営
業
や
交
通
阻
害
な
ど
に
対
す
る
、
タ
ク
シ
ー

へ
の
一
般
の
見
る
目
は
依
然
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
個
人
タ
ク
シ
ー
と
い
う
制
度
は
未
来
永
劫
に
約

束
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
制
度
が
な

く
な
れ
ば
、
全
員
仕
事
が
で
き
な
く
な
る
た
め
、
自

分
だ
け
が
残
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
事

態
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
今

年
は
５
ヵ
年
計
画
の
最
終

年
度
だ
け
に
、
ぜ
ひ
マ
ス

タ
ー
ズ
制
度
や
み
つ
星
の

意
義
を
再
認
識
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
利
用
者
目
線

の
サ
ー
ビ
ス
を
徹
底
す
る

た
め
に
、
各
団
体
の
中
核

リ
ー
ダ
ー
の
協
力
で
、
マ
ス
タ
ー
ズ
制
度
の
充
実
や

周
知
を
図
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
」
と
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。
そ
れ
に
続
く
質
疑
応
答
で
は
「
マ
ス
タ

ー
ズ
制
度
の
審
査
基
準
に
接
客
や
装
備
な
ど
の
基
準

も
追
加
す
べ
き
」
と
の
意
見
も
上
が
り
ま
し
た
。

タ
ク
シ
ー
は
接
客
業
と
い
う

自
覚
を
も
っ
た
取
り
組
み
に
期
待

　

今
回
の
研
修
で
は
関
東
運
輸
局
か
ら
２
人
の
担
当

官
を
招
い
て
、
特
別
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
自
動

車
監
査
指
導
部
の
菅
谷
好
孝
監
査
官
か
ら
は
「
個
人

タ
ク
シ
ー
の
利
用
客
か
ら
監
査
指
導
部
へ
の
苦
情
が
、

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
は
接
客
や
運
転

マ
ナ
ー
が
悪
い
と
い
う
も
の
。
タ
ク
シ
ー
は
接
客
業

だ
と
い
う
自
覚
を
も
っ
て
、
安
全
安
心
に
努
め
て
ほ

し
い
」
と
い
う
要
望
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
自

動
車
交
通
部
の
鈴
木
一
男
専
門
官
は
、
警
察
の
タ
ク

シ
ー
取
り
締
ま
り
強
化
や
、
新
規
許
可
申
請
日
か
ら

許
可
日
ま
で
の
間
の
違
反
が
目
立
つ
実
態
を
指
摘
。

そ
の
上
で
「
個
人
タ
ク
シ
ー
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳

し
い
が
、
そ
れ
を
は
ね
返
す
よ
う
に
頑
張
っ
て
ほ
し

い
」
と
激
励
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
玉
石
混
交
と

い
わ
れ
る
個
人
タ
ク
シ
ー
で
す
が
、そ
れ
ぞ
れ
が
「
み

つ
星
」
と
い
う
磨
か
れ
た
玉
に
な
れ
る
よ
う
、
中
核

リ
ー
ダ
ー
の
役
割
に
期
待
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

「マスターズ制度をもっと活用
しましょう」と木村会長

皆さん真剣な表情で研修を受講

二
重
待
機
列
が
車
両
通
過
を
困
難
に

◆
新
橋
駅
銀
座
口
・
土
橋
高
速
入
り
口

日
時　

平
成
21
年
７
月
10
日
（
金
）

午
後
８
時
か
ら
午
後
11
時
30
分

指
導
員　

第
５
指
導
班　

計
５
名

　

指
導
開
始
直
後
は
時
間
が
早
い
た
め
か
、
多
数
の
待

機
車
両
が
見
受
け
ら
れ
、
新
橋
駅
銀
座
口
周
辺
で
交
通

渋
滞
が
起
き
て
い
た
。

　

新
橋
駅
東
口
前
ロ
ー
タ
リ
ー
へ
の
入
構
車
両
や
、
優

良
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
と
一
般
乗
り
場
で
の
兼
ね
合
い
が

大
変
で
、
二
重
待
機
列
が
で
き
て
バ
ス
車
両
の
通
行
が

困
難
な
の
が
気
に
な
っ
た
。
こ
の
問
題
は
何
と
か
解
決

し
た
い
。
ま
た
午
後
９
時
以
降
、
外
堀
通
り
側
か
ら
ロ

ー
タ
リ
ー
方
向
へ
の
進
入
が
数
台
見
ら
れ
た
が
、
大
体

守
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ま
だ
異
論
を
唱
え
る
事
業

者
が
い
た
が
指
導
に
応
じ
た
。

乗
禁
地
区
で
の
徹
底
を

◆
銀
座
・
新
橋
地
区

日
時　

平
成
21
年
７
月
24
日
（
金
）

午
後
10
時
か
ら
翌
午
前
１
時

指
導
員　

第
２
指
導
班　

計
５
名

　

甘
糟
前
よ
り
指
導
を
開
始
。
こ
こ
で
は
違
反
車
両
は
な

か
っ
た
が
、
新
橋
駅
東
口
に
移
動
す
る
と
タ
ク
シ
ー
乗
り

場
か
ら
外
堀
通
り
の
横
断
歩
道
に
か
け
て
個
人
・
法
人
車

両
が
止
ま
っ
て
い
る
の
で
排
除
。
ま
た
難
波
橋
方
面
に
行

く
と
、
こ
の
場
所
で
お
客
様
と
予
約
し
て
交
差
点
を
渡
り
、

吉
野
家
の
前
で
乗
車
さ
せ
る
事
業
者
が
い
た
の
で
、
指
導

し
た
。
さ
ら
に
乗
禁
地
区
内
を
巡
回
し
た
と
こ
ろ
、
車
両

進
入
禁
止
区
間
を
空
車
で
走
行
す
る
車
両
が
後
を
絶
た
ず
、

そ
れ
も
ほ
と
ん
ど
が
個
人
タ
ク
シ
ー
で
あ
り
、
指
導
し
た
。

平
成
21
年
７
月
街
頭
指
導
報
告



「
違
法
客
待
ち
車
両
」を
厳
し
く
取
り
締
ま
り
ま
す

「
自
動
車
点
検
整
備
推
進
運
動
」
の
実
施

　

自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
に
は
、
自
動
車
の
不
具
合

に
よ
る
交
通
事
故
や
公
害
の
防
止
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
日
常
点
検
整
備
、
定
期
点
検
整
備

等
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
必
要

性
は
ま
だ
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
国
土
交
通
省
で
は
、
平
成
21
年
９
月
１
日

か
ら
10
月
31
日
ま
で
の
２
ヶ
月
間
を
「
自
動
車

点
検
整
備
推
進
強
化
月
間
」
と
し
て
、
点
検
・

整
備
の
重
要
性
を
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
に
呼
び
掛

け
て
い
ま
す
。
個
人
タ
ク
シ
ー
も
運
送
事
業
を

担
う
一
員
と
し
て
、
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
事
業
者
の
皆
さ
ん
は
日

ご
ろ
か
ら
自
分
の
車
両
の
整
備
を
行
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
右
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

を
見
な
が
ら
、
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

客待ちタクシー
タクシー乗り場

P
上野パーキング
センター

広小路口

ＪＲ上野駅

上野駅正面玄関口
タクシープール

丸井前

イ
ソッ
プ
通
り

昭
和
通
り

中
央
通
り

春日通り

浅草通り
不忍池

不
忍
通
り
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丸
の
内
警
察
署
よ
り
改
善
要
請

　

丸
の
内
仲
通
り
周
辺
に
お
い
て
、
ビ
ル
の
駐
車

場
出
入
口
を
塞
ぐ
客
待
ち
行
為
や
一
方
通
行
右
側

で
の
客
待
ち
行
為
が
他
の
交
通
の
妨
げ
と
な
り
、

地
域
住
民
を
は
じ
め
、
多
く
の
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
、
交
通
の
安
全
と
円
滑
を
図
る

よ
う
改
善
要
請
が
、
再
三
き
て
い
ま
す
。
ま
た
同

所
で
は
、「
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
」
行
為
も
数
多

く
見
受
け
ら
れ
、
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
社
会

的
モ
ラ
ル
が
問
わ
れ
る
事
態
で
す
。

　

丸
の
内
仲
通
り
に
て
ル
ー
ル
無
視
を
繰
り
返
す

一
部
の
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
は
、
取
り
締
ま
り

対
象
と
な
る
こ
と
を
理
解
さ
れ
、
適
正
営
業
を
お

願
い
し
ま
す
。

上
野
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

　

中
央
通
り
を
始
め
と
す
る
都
道
、
区
道
な
ど
に

お
い
て
客
待
ち
タ
ク
シ
ー
の
違
法
駐
車
が
目
立

ち
、
通
行
者
や
地
域
住
民
等
か
ら
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
Ｊ
Ｒ
上
野
駅
周
辺
・
京
成

上
野
駅
周
辺
・
上
野
２
丁
目
周
辺
、
Ｊ
Ｒ
御
徒
町

駅
北
口
付
近
で
は
、
交
差
点
内
や
そ
の
直
近
、
あ

る
い
は
バ
ス
停
な
ど
で
の
客
待
ち
の
た
め
の
駐
停

車
が
他
の
交
通
の
妨
害
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

上
野
警
察
署
で
は
取
締
り
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
未
だ
に
改
善
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
今

後
は
更
に
取
締
り
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

同
署
管
内
に
は
、
Ｊ
Ｒ
上
野
駅
正
面
玄
関
口
に

32
台
待
機
可
能
な
タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル
が
あ
る
他
、

氏
名 

所
属
団
体 

享
年   

病
名

野
内
　
弘	

（
東
個
協
・
文
京
第
二
）	

71
歳	

虚
血
性
心
疾
患

森
下
武
夫	

（
東
個
協
・
渋
谷
）	

74
歳	

原
発
不
明
が
ん

原
　
好
之	

（
東
個
協
・
新
東
京
）	

64
歳	

肝
細
胞
が
ん

舘
岡
芳
夫	

（
都
営
協
・
第
一
事
業
団
）	

61
歳	

心
不
全

林
　
茂
司	

（
東
個
協
・
北
）	

67
歳	

胃
が
ん

山
﨑
正
夫	

（
都
営
協
・
城
北
）	

66
歳	

肺
が
ん

類
家
八
右
衛
門	

（
都
営
協
・
新
中
野
）	

78
歳	

脳
溢
血

吉
田
　
務	

（
都
営
協
・
江
東
）	

73
歳	

肺
炎

田
村
正
志	

（
都
営
協
・
第
一
事
業
団
）	

69
歳	

胃
が
ん

鴫
原
久
郎	

（
東
個
協
・
文
京
第
一
）	

67
歳	

心
不
全

高
野
忠
雄	

（
都
営
協
・
四
○
）	

66
歳	

肺
が
ん

　

訃
報　
　

＊
７
月

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

７
箇
所
の
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
が
あ
り
ま
す
の
で
、

タ
ク
シ
ー
乗
り
場
の
指
定
区
間
内
で
の
客
待
ち
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

違
法
な
客
待
ち
駐
車
（
停
車
）
を
し
な
い
、
さ

せ
な
い
、
事
業
者
一
人
ひ
と
り
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

二
重
待
機
列
が
車
両
通
過
を
困
難
に

◆
新
橋
駅
銀
座
口
・
土
橋
高
速
入
り
口

日
時　

平
成
21
年
７
月
10
日
（
金
）

午
後
８
時
か
ら
午
後
11
時
30
分

指
導
員　

第
５
指
導
班　

計
５
名

　

指
導
開
始
直
後
は
時
間
が
早
い
た
め
か
、
多
数
の
待

機
車
両
が
見
受
け
ら
れ
、
新
橋
駅
銀
座
口
周
辺
で
交
通

渋
滞
が
起
き
て
い
た
。

　

新
橋
駅
東
口
前
ロ
ー
タ
リ
ー
へ
の
入
構
車
両
や
、
優

良
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
と
一
般
乗
り
場
で
の
兼
ね
合
い
が

大
変
で
、
二
重
待
機
列
が
で
き
て
バ
ス
車
両
の
通
行
が

困
難
な
の
が
気
に
な
っ
た
。
こ
の
問
題
は
何
と
か
解
決

し
た
い
。
ま
た
午
後
９
時
以
降
、
外
堀
通
り
側
か
ら
ロ

ー
タ
リ
ー
方
向
へ
の
進
入
が
数
台
見
ら
れ
た
が
、
大
体

守
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ま
だ
異
論
を
唱
え
る
事
業

者
が
い
た
が
指
導
に
応
じ
た
。

乗
禁
地
区
で
の
徹
底
を

◆
銀
座
・
新
橋
地
区

日
時　

平
成
21
年
７
月
24
日
（
金
）

午
後
10
時
か
ら
翌
午
前
１
時

指
導
員　

第
２
指
導
班　

計
５
名

　

甘
糟
前
よ
り
指
導
を
開
始
。
こ
こ
で
は
違
反
車
両
は
な

か
っ
た
が
、
新
橋
駅
東
口
に
移
動
す
る
と
タ
ク
シ
ー
乗
り

場
か
ら
外
堀
通
り
の
横
断
歩
道
に
か
け
て
個
人
・
法
人
車

両
が
止
ま
っ
て
い
る
の
で
排
除
。
ま
た
難
波
橋
方
面
に
行

く
と
、
こ
の
場
所
で
お
客
様
と
予
約
し
て
交
差
点
を
渡
り
、

吉
野
家
の
前
で
乗
車
さ
せ
る
事
業
者
が
い
た
の
で
、
指
導

し
た
。
さ
ら
に
乗
禁
地
区
内
を
巡
回
し
た
と
こ
ろ
、
車
両

進
入
禁
止
区
間
を
空
車
で
走
行
す
る
車
両
が
後
を
絶
た
ず
、

そ
れ
も
ほ
と
ん
ど
が
個
人
タ
ク
シ
ー
で
あ
り
、
指
導
し
た
。

❶ブレーキ液の量

❷冷却水の量

❸エンジン・オイルの量

❹バッテリ液の量

❺ウインド・ウォッシャ液の量

❻ランプ類の点灯・点滅

❼タイヤの亀裂・破損の有無

❽タイヤの空気圧

❾タイヤの溝の深さ

❿エンジンのかかり具合・異音

⓫ウインド・ウォッシャの噴射状態

⓬ワイパの拭き取り能力

⓭ブレーキの踏みしろときき具合

⓮駐車ブレーキの引きしろ（踏みしろ）

⓯エンジンの低速・加速状態



トピックス
なんでも 地域のおすすめスポットや

クラブ活動、
名物ドライバーなど
なんでもご紹介

支部員はプ
ロのマジシ

ャン

東
京 

　
　
　
　
　

 

支
部
紹
介

第
14
回

る
ぐ

り
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平
成
21
年
６
月
１
日
付
期
限
更
新
者
の
過

去
３
年
間
の
道
路
交
通
法
違
反
が
集
計
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
違
反
者
の
割
合
は
半
数
以
上

と
、
多
く
の
事
業
者
が
違
反
を
し
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。
免
許
停
止
に
及
ん
だ
事
業

者
も
２
５
１
名
（
10
・
５
％
）
と
か
な
り
多
い

状
況
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が
免
許
停
止
回
数

は
１
回
で
し
た
が
、
２
回
は
31
名
、
３
回
も
４

名
と
、
事
業
者
の
順
法
精
神
、
安
全
運
転
の
意

識
は
低
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

ま
た
違
反
種
類
で
は
速
度
超
過
が
４
、５
位

と
続
き
、
15
㎞
未
満
か
ら
50
㎞
以
上
ま
で
の
違

反
件
数
を
す
べ
て
合
計
す
る
と
、
６
６
２
件
に

な
り
ま
す
。
実
質
の
ワ
ー
ス
ト
１
は
や
は
り
速

度
超
過
で
す
。
も
っ
と
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者

と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
安
全
運
転
や
安
心
で

き
る
ス
ピ
ー
ド
を
心
が
け
て
事
業
に
励
ん
で

く
だ
さ
い
。

●
違
反
者
の
違
反
回
数

　

１
回　

７
３
０
名

２
回　

３
８
４
名

３
回　

１
７
２
名

４
回　

58
名

５
回　

25
名

６
回　

６
名

●
違
反
種
類
別
ワ
ー
ス
ト
５

１
位　

指
定
横
断
等
禁
止
違
反 

２
９
９
名

２
位　

信
号
無
視 

２
７
４
名

３
位　

通
行
禁
止
違
反 

２
５
２
名

４
位　

速
度
超
過
25
～
30
㎞
未
満 

２
１
１
名

５
位　

速
度
超
過
20
～
25
㎞
未
満 

２
０
２
名

●
免
許
停
止
者
の
免
停
回
数

　

１
回　

２
１
６
名

２
回　

31
名

３
回　

４
名

●
免
許
停
止
者
の
免
停
日
数

　

30
日　
　
　
　

１
２
９
人

60
日　
　
　
　

１
１
４
人

90
日　
　
　
　 

26
人

１
２
０
日　
　

６
人

１
５
０
日　
　

２
人

１
８
０
日　
　

13
人

平
成
21
年
６
月
１
日
付　

期
限
更
新
者
の
道
路
交
通
法
違
反
（
過
去
３
年
間
を
集
計
）

増
え
続
け
る
違
反
に
危
機
感
を
︱
︱
、

安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

今回の期限更新者
2,390名

違反者

57.5％
（1,375 名）

違反なし

42.5％
（1,015 名）

東
京
都
個
人
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合 

葛
飾
第
一
支
部

47
年
の
伝
統
を
守
り
つ
つ

支
部
員
の
意
識
改
革
が
進
行
中

　

昭
和
30
年
代
、
地
価
が
安
く
都
心
に
近
い
葛
飾
区

に
は
、
多
く
の
タ
ク
シ
ー
会
社
が
林
立
。
そ
の
た
め

葛
飾
第
一
支
部
の
、
支
部
員
の
ほ
と
ん
ど
が
地
元
法

人
の
出
身
で
、し
か
も
葛
飾
区
の
住
民
。﹁
新
人
時
代
、

私
で
も
大
先
輩
に
意
見
を
言
え
ま
し
た
﹂︵
門
脇
副

支
部
長
︶
と
い
っ
た
、
地
域
に
根
ざ
し
た
連
帯
感
が

支
部
の
特
徴
で
す
。

　

支
部
員
は
今
年
４
０
０
人
を
割
り
込
み
、
８
月
に

は
３
８
８
人
に
。
し
か
し
、
今
は
事
業
者
の
﹁
質
﹂

が
問
わ
れ
る
時
代
。
や
み
く
も
に
新
人
を
増
や
す
よ

り
、﹁
組
織
の
質
を
高
め
る
こ
と
が
、
長
い
目
で
み

れ
ば
個
人
タ
ク
シ
ー
の
発
展
に
﹂
と
は
佐
藤
支
部
長

の
信
念
で
す
。
理
事
た
ち
と
と
も
に
意
識
改
革
に
取

り
組
み
、確
か
な
手
応
え
を
感
じ
つ
つ
も
、今
を
﹁
道

な
か
ば
﹂
と
し
て
い
ま
す
。

かつてはテレビにも出演して
いた、プロマジシャンの岸本
昭紀さん。時間とギャラが合
えばどこへでも出張して、華
麗なテクニックを披露。支部
の新年会でも喝采を浴びて
います。

前列左から佐藤支部長、薮中経理部長さん、
後列左から室谷副支部長さん、門脇副支部長

葛飾第一支部は来年から新事務所に。現在の仮事務
所には７月に引っ越したばかり

入り口の扉を開けると事務員さんたちが迎えてくれます。前列左か
ら岡さん、宮腰さん、後列左から瀧澤さん、山口さん、森さん

舞台衣装に身を包めば Mr.ジョ
―カーに変身！




